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2017年5月11日
本多通信工業株式会社

Value by Connecting

代表取締役社長 佐谷 紳一郎

中期計画“GC20”と本日のご説明
2

会社 新記録を ざ

よ 会社 新記録 持続性

投資家
お客様従業員

3. 今後の取組み
よい会社＋新記録をめざして

2 0

よい会社+新記録⇒持続性
売上 250億､利益率 10%､ROE13%+αよい会社

~持続的成長~

信頼と期待

1 16年度(Season1の中間年)の実績 250

25.0単位:億円

社会 取引先
1. 16年度(Season1の中間年)の実績

2. 17年度(Season1の最終年)の計画

148
166 171 172 180

単位:億円

売上高
(10.0%)

9 3

14.2 13.0
14.3 16.0

(8.9%)

(7.6%)
(8.3%)(8.5%)

9.3

営業利益
(利益率)

200億円の壁を破る仕込み
Season1

新記録に向けた躍進
Season2

(6.3%)

Value by Connecting

2013年 14年 15年 16年 17年 20年････
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年 算Ⅰ. 2016年度 決算概要
売上･営業利益はITバブル崩壊(2001年)以降で最高

純利益は上場来最高を達成純利益は上場来最高を達成
GC20の完遂に向けた仕込みは道半ば

Value by Connecting

1.通期業績
4

前年比 高 中 増収増益前年比12円の円高の中、増収増益
配当=26円(期初計画通り)+自己株式取得

売 上 高 業績予想 前年ともにクリアITバブル以降 売 上 高… 業績予想、前年ともにクリア
営 業 利 益 … 体質強化により2桁増益
当期純利益 繰延税金資産の計上で予想比1 5倍

最高

ITバブル以降
最高

上場来最高

単位:百万円( )内利益率
為替(円/$)

期中平均/期末日
15年度

120円/113円
16年度

108円/113円 前年比 修正
予想比

10/28
修正予想

当期純利益… 繰延税金資産の計上で予想比1.5倍上場来最高

期中平均/期末日 120円/113円 108円/113円 予想比 修正予想

売上高 17,119 17,205 101% 101% 17,000

営業利益 1,301
(7.6%)

1,425
(8.3%)

110% 124% 1,150
(6.8%)

経常利益 1,237
(7.2%)

1,476
(8.6%)

119% 134% 1,100
(6.5%)

当 純 益 1 364 1 542 1 000

Value by Connecting

当期純利益 1,364
(8.0%)

1,542
(9.0%)

113% 154% 1,000
(5.9%)



2.半期業績推移
5

上期 高化 車載 クタ 商流変 低調

単位:百万円

上期は円高化+車載用コネクタの商流変更で低調
下期は円安化+FA分野の回復で反転⇒大波賞

売上高
単位:百万円

8,103
8,729 8,390

9,102
8,098 8,541

768
862

(9.5%)

車載
商流変更

647

768 739

562 563(8.0%)

(8.5%)(9.0%)

(9.5%)

562 563
営業利益

(利益率)
(6.7%) (6.9%)

14/上 14/下 15/上 15/下 16/上 16/下

円高化 円安化

Value by Connecting

14/上 14/下 15/上 15/下 16/上 16/下
◆為替(期中平均)

1$=122円 1$=119円 1$=105円 1$=112円1$=117円1$=103円

3.分野別売上
6

車載が実質 桁成 を継続 情報 着実 事業拡大車載が実質2桁成長を継続、情報システムも着実に事業拡大

(前年比)15年度 16年度 (前年比)15年度

ＦＡ15%
ＦＡ

15%

16年度
情報

システム

他

情報
システム

その他
19%

通信

2%
15%

171億円

19%

通信
3%

15%
(103%)

172億円

(106%)その他

通信
18%

民生

車載
34%

171億円 通信
17%

民生
車載
35%

(92%)

172億円
(101%)

12% 11%
35%

(90%)
(104%)

海外販売比率 45% 42%

F A :下期から本格回復し、通期増収
通信 :下期FTTH伸長も上期不調を補えず

車載 :車載カメラ用で続伸
実質2桁成長 年間1 000万個生産

海外販売比率 45% 42%

Value by Connecting

通信 :下期FTTH伸長も上期不調を補えず
民生 :リオ特需の反動で対前年1割減

実質2桁成長、年間1,000万個生産
情報 :新たな運用系+大型案件で増収



4-1.売上高の対前年増減
7

高 車載 商流変 押 げ を除 ば
単位:億円

円高/車載の商流変更の押し下げ要因を除けば
実質11億円(6.7%)の増販

為替調整
(120→108)

車載
商流変更

▲3.0( )
▲7.5 車載

実質増
+10.5

FA
情報S等

増販

通信･民生
減販
▲3.0

172

+3.5

171 164

175
(実質)

為替感応度
1円の円高

↓
64M円の減 164

(実質)

6 円の減

実質11億円の増販15年度
※為替(期中平均)

16年度

Value by Connecting

※為替(期中平均)
1$= 120円 1$= 108円1億円の増収

4-2.営業利益の対前年増減
8

高 影響 定費増を増 体質改善 収 増益
単位:百万円

円高の影響/固定費増を増販/体質改善で吸収し､増益

体質改善
為替
▲220 減価

償却減 増販益等

体質改善
約0.8%の粗利率改善

年金改革

固定費増
▲170 タイ販社

+35

合理化
+80

償却減
+20

増販益等
+300

為替感応度
+80

1,301
1,425

タイ販社設立
(車載商流変更)

設備投資の未達
⇒ 例年の1/2程度

為替感応度
1円の円高

↓
18M円の減

年金改革
持続可能性を重視

確定給付⇒確定拠出

(車載商流変更)
SCM戦略で

コスト/スピード強化
⇒ 在庫3.5億円増

124百万円 増益

⇒ 在庫3.5億円増

15年度
※為替(期中平均)

16年度

Value by Connecting

124百万円 増益※為替(期中平均)
1$= 120円 1$= 108円



4-3.当期純利益の対前年増減
9

繰延税金資産 直 計上 億 増 億 増益
単位:百万円

企業年金

繰延税金資産の見直し計上(2.5億円増)により､1.8億円の増益

繰延税金資産

外貨資産 法人税増
▲20

企業年金
制度改革

▲215 補助金 営業増益

繰延税金資産
の見直し計上

+253
為替損
+110

(120→113)

▲20補助
収入
▲70

営業増益
+124

準

1,364
1,542

15年度

企業会計基準適用指針
第26号に基づき、
見積もり期間を変更
従来 向こう1年間15年度

特殊要因
従来…向こう1年間
今回から…向こう3年間

178百万円 増益※為替(期末日)
16年度15年度

Value by Connecting

178百万円 増益※為替(期末日)
1$= 113円 1$= 113円

4-4. ROE等の推移
10

純資産が 年度 来 年ぶ 億 超純資産が2001年度以来、15年ぶりに100億円超へ
2010年度よりROE≒>10%を継続

20 

25 

140

160

10 

15 

100

120

0

5 

60

80

-5 

0 

40

60

-15 

-10 

0

20

1997 98 99 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

Value by Connecting

1997 98 99 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

純資産(左軸:億円) ROE(右軸:%) 純利益率(右軸:%)
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年Ⅱ. 2017年度計画
中期計画“GC20”Season1の最終年

5%増収、12%営業増益を狙う5%増収、12%営業増益を狙う

Value by Connecting

1.分野別の見通し
12

車載 情報 続伸を 込車載/FA/情報システムの続伸を見込む
17年度
見通し

単位:百万円
( )内:構成比

全体：5%程度の増収を見込む
(地政学的な問題は予測不能)

I T/AIなどをベ スにした生産性向上ニ ズを

見通

2,500 2,643

( )

(15) (15)

17,119 17,205

情報

その他

IoT/AIなどをベースにした生産性向上ニーズを
受け、市場は活況、人手不足が課題

一眼レフ向け新世代SDソケットが採用拡大

2,089 1,890
(12)

(15)

(11)

( )

民生

車載カメラ市場拡大､20%の数量増を見込む
主力ユーザ/商品からの水平展開が進展

中国監視カメラ向けが需要増
5,793 6,004
(34) (35)

車載

国内外の旺盛な設備投資により増販見込み
上期は好調を予測も､下期は不透明

主力ユーザ/商品からの水平展開が進展

3,198 3,290
(19) (19)

FA

IoTによりFAとの融合が進展
インフラ向けは長期シュリンクのトレンド3,169 2,931

(19)

(19)

(17)

(19)

通信

Value by Connecting
15年度 16年度



2.投資等の計画
13

設備 人材等 投資を拡大設備/人材等への投資を拡大

1 200
単位:百万円 設備投資 減価償却費 研究開発費 人材投資※国内

900
1,000 

1,200 
増産/合理化

投資
新商品創出

自動化/合理化
次世代技術開発

商品化
ベースUP
+教育投資

818
900

831
780

850

800 

300

安曇野
物流ハブ
の建設

423 402
470

38 0 39.6 40.5

600 単位:億円
300 の建設

291
38.0 39.6

200

400 

0 

200 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

Value by Connecting

15年 16年 17年 15年 16年 17年 15年 16年 17年 15年 16年 17年
(計画) (計画) (計画)(計画)

3. 2017年度 業績予想
14

当初計 売上 億 営業利益 未達当初計画(売上200億円、9%営業利益)には未達
増収増益を予測、9期連続増配の27円を計画

単位:百万円単位:百万円

16年度
(利益率)

17年度
通期計画 前年比 備考

(利益率) 通期計画

売上高 17,205 18,000 105% ＋ FA/車載/情報システムの
増販

営業利益 1,425
(8.3%)

1,600
(8.9%)

112%
＋ 増販益/合理化/生産性向上
▲ 設備/人材等への投資拡大

による費用増( ) ( ) による費用増

経常利益 1,476
(8.6%)

1,500
(8.3%)

102% ▲ 外貨資産の目減り

当期利益 1,542
(9.0%)

1,100
(6.1%)

71%
▲ 前期の繰延税金資産の

見直し計上の反動
▲ 実効税率のアップ

Value by Connecting

※為替 期中：1$=108円 1$=108円
期末：1$=113円 1$=104円



4.当期純利益の見込み
15

実効税率 プ 約 減益
単位:百万円

実効税率アップにより約30%減益

外貨資産
16年度特殊要因
繰 税金資産

営業利益
変動要因 外貨資産

為替損 他
(113→104)

▲140費用増 合理化
税負担の

増加

繰延税金資産の
見直し計上

▲253

変動要因

140費用増
▲200

増販益
+250

合理化
+125

増加
▲225

1,542

+250

投資拡大 繰越欠損金による将来の
税負担減を16年度に計上 1,100･人材投資増 90

･減価償却増 70 他

税負担減を16年度に計上
17年度からの実効税率が
13%→27%へアップ見込み

442百万円 減益※為替
16年度 17年度

Value by Connecting

442百万円 減益※為替
期中:1$= 108円
期末:1$= 113円

期中:1$= 108円
期末:1$= 104円

16

後 組Ⅲ.今後の取組み
成長力改革と働き方改革

Value by Connecting



1. 2017年度 基本方針
17

会社 持続的成 が き 会社 向“よい会社”=持続的成長ができる会社に向けて
事業/基盤の両面で仕込みを積極展開

GC20の完遂に拘った 長期ビジョンを見据えた
事業面 事業面

成長力改革
GC20の完遂に拘った
積極果敢な事業展開

長期ビジョンを見据えた
着実な第一歩

投資家
様

よい会社

従業員
信頼と期待

お客様

~持続的成長~

社会 取引先

生産性の向上 人事制度の改正
基盤面 基盤面

Value by Connecting
働き方改革

2.創業100周年に向けた長期ビジョン
収益 泉を づ か づ 転換

18

収益の源泉を“モノづくり”から“コトづくり”へ転換

モ ノ
コネクタの製造 販売

コ ト
価値 提供コネクタの製造･販売

システム開発の受託
価値の提供

“コアコンピタンス”を磨き上げる

業務用 ：多品種少量ノウハウを極め『サービス事業』へ

ア タ ス 磨 げ

車載用 ：長期信頼性を深化させ『モビリティ全体』へ
情報S ：3つのSeg1を持つ『特長あるインテグレータ』へ

Value by Connecting

g



3-1.業務用コネクタの成長力改革
19

多 種少 づ を極 事業
サービスの事業化多品種少量の深耕 次世代技術の開発

多品種少量ものづくりを極め、サービス事業へ

3Dプリンタ

高効率 / 省人 / 極少量化
IoT

市場の創造長期供給をお約束
長期供給 光分野

産業特化型
電気分野
新コア技術

HTK お客様

新技術を積極導入
ロボットAI

少量短納期

産業特化 新 ア技術

長期ビジョン
サ ビス事業へ

2014年度

99
Season1

2017

2020年度

115
Season2

2018

2016年度 売上:86億円

サービス事業へ99億円 ~2017 115億円
2018~

仕込み
2017年度 投資 4.0億円

・長期供給保証に向けた基盤構築
・少量効率生産への省人化/合理化投資

少量短納期サービス拡充 物流ハブの建設

Value by Connecting

・少量効率生産への省人化/合理化投資
・8K対応アクティブ光コネクタの商品化

･1weekデリバリー(1000品目へ)
･2weekハーネス開始

3-2.車載用コネクタの成長力改革
20

得意 信頼性技術 深化 体得意の信頼性技術の深化でモビリティ全体へ
顧客基盤の拡充 商品展開製造力強化

◆カメラ用の顧客拡大

◆アジアローカルの攻略

◆次世代カメラへの採用

◆ネットワーク用へ展開

◆カメラ用の供給力倍増

◆コスト対応力の強化

◆欧米顧客への参入 ◆安全/信頼性技術の深堀◆ゼロディフェクト化

長期ビジョン
モビリティ全体へ

2020年度

100
2014年度

45
Season2

2018
Season1

2017

2016年度 売上:60億円

モビリティ全体へ100億円45億円 2018~~2017

仕込み
2017年度 投資 4.5億円

・自動化＆新製造拠点の設立
・新商品開発(イーサネット用など)

ASEAN事業体制を確立
(タイ販社設立･ラオス製造) 

デジタル商品(高速タイプ)の開発

Value by Connecting

・新商品開発(イーサネット用など)
・品質モニタリングシステムの導入カメラ用 車内ネットワーク用



3-3.情報システムの成長力改革
21

を チ 化 利益体質
Hybrid Cloud分野 IoT分野 セキュリティ分野

3つの分野をSeg1(ニッチ№1)化し、10%利益体質へ

映像システムを基盤にSeg1仮想化を基盤に 創業分野を基盤に

新技術:AI/ビッグデータ/ブロックチェーン etc.

生産性向上

長期ビジョン
特長ある

2014年度

22億円
Season1

2017

2020年度

35億円
Season2

2018

2016年度 売上:26億円

インテグレータへ
22億円

5%利益
~2017 35億円

10%利益
2018~

仕込み

高付加価値なソリューションを提供

14年度=5.2%→16年度=6.4％
2017年度 投資 0.5億円
・現SEの新技術習得
・積極的な新人/キャリア採用

Value by Connecting

14年度 5.2% 16年度 6.4％
(営業利益率)

・積極的な新人/キャリア採用
・働き方改革…残業上限の設定等

4.働き方改革への取組み
22

会社 持続的成 が き 会社 向“よい会社”=持続的成長ができる会社に向けて
人事制度改正と生産性向上の両輪を回す

人事制度
改正

生産性
向上改正 向上

軽量/高回転の体質へ
設備/基盤面

・IoT/AI/ロボットの積極導入

公平とコスト中立が原則
長時間労働対策

・残業時間の上限設定 投資家 IoT/AI/ロボ トの積極導入
・アウトソーシングの活用

プロセス面
・業務フローの見直し･改善

残業時間の上限設定
・勤務間インターバルの導入

多様なニーズ対応
・育児休職制度の多様化 よい会社

投資家
お客様従業員

信頼と期待
業務フロ の見直し 改善

・デジタル業務改革
人材面 15年⇒16年⇒17年

・新卒採用を拡大(24名 26名 31名)

育児休職制度の多様化
・時間単位有休制度の導入

レガシー制度の見直し
・配偶者手当 子供手当へ

よい会社
~持続的成長~

社会 取引先

Value by Connecting

・新卒採用を拡大(24名⇒26名⇒31名)

・教育投資を拡大(20M⇒40M⇒60M)

・配偶者手当→子供手当へ
・年金制度をDB→DCへ…etc.



5-1.株主還元:方針の改定
23

株主還 充実を 的株主還元の充実を目的に、
基本方針を“総還元性向=30%”に変更

◆ 2015年度～
2020年度での配当性向30%に向けて、年度 配 性向 向 、

段階的に増配を実施

◆ 変更後 ※2017年4月27日リリース変更後 ※ 月
・総還元性向30%を基本とする
・2020年度に向けて段階的に増配する2020年度に向けて段階的に増配する
・業績見通しの変動等により、配当性向 < 25%と

見込まれる場合に自己株式取得を検討する

Value by Connecting

5-2.株主還元:今回実施内容
24

総還 性向 向 億 自 株式を 得総還元性向30%に向けて､1.5億円の自己株式を取得

配当金総額 自己株式取得 配当性向 総還元性向

※4/27 リリース

30
30

40

800 

1,000 配当金総額 自己株式取得 配当性向 総還元性向
%百万円

27 
20 

30 
20600 

362 313 325

150

0

10

200 

400 自己株式取得

313 325
-100 

2015年度 16年度 17年度(予想)0 5年度 6年度 年度(予想)

当期純利益 1,364百万円 1,542百万円 1,100百万円

配当額 25+5円 26 円 27 円

Value by Connecting

配当性向 27% 20% 30%



6.コーポレートガバナンスの進化
25

適 ポ ガ を追求最適なコーポレートガバナンスを追求
1. 社外取締役2名体制へ

今年開催の定時株主総会にて、新たに花澤 隆氏を社外取締役として
選任予定です。これにより、独立社外取締役は2名体制となります。

2 役員への株式報酬制度の導入2. 役員への株式報酬制度の導入
持続的成長に向けて、

1. 中長期視点での成長戦略/構造改革への果敢な取り組みを促す
企業価値 株価 向 意欲 高

月例報酬 賞与

2. 企業価値(株価)の向上への意欲を高める
ことを目的に、譲渡制限付株式報酬制度を導入します。

月例報酬
64%

賞与
36%

現行

会社/個人業績に
連動した業績連動報酬

職位/職責に応じた
基本報酬 上乗せ 17年度~

月例報酬
51%

賞与
29%

株式報酬
20%

改定後

連動した業績連動報酬基本報酬 上乗せ
譲渡制限付株式報酬(10%)

17年度

継続検討

Value by Connecting

他方式の株式報酬(10%)インセンティブ度 小 中 大

参考:四半期単体受注
26

年 年比 増

1Q 2Q 3Q 4Q

年間で15年比10%増 単位:％

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2016年度
前期比 +1 +16 -10 +7

前年比 -2 +21 +7 +13

2015年度
前期比 +3 -6 +2 +1

前年比 -2 -7 -8 0

Value by Connecting
※社内為替レートで算出(2016年10月から1$=110→100円に変更)



参考:四半期業績推移
27

を底 期連続 増収増益

売上高
単位:百万円

16/1Qを底にQtoQで3期連続の増収増益

4,349 4,380 
4,124 4,265 

3,883 
4,220 4,365 

4,737 

467 

売上高

,

385 
354 

329

395 
(8.9%) (9.0%)

車載
商流変更

(9.9%)

274 287 
234 

329 
営業利益

(利益率)

(8.1%)
( )

(6.7%) (6.7%)

(7.8%)

( )
(6.0%)

円高化 円安化

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q 16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q

Value by Connecting

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q 16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q

1$=121円 1$=122円 1$=122円 1$=116円 1$=108円 1$=102円 1$=109円 1$=114円
◆為替(期中平均)

参考:分野別 四半期売上推移
車載 情報 が 半期新記録 通信 伸

28

16/4Q:車載/情報システムが四半期新記録、FA/通信も伸長
単位:百万円
( )内:構成比 4,737

対16/3Q

599
652 697

602
721情報

その他4,365 4,195
3,883

4,220 4,365
(15)

大型案件が上期でほぼ終了も
新たなIoT案件等で4Q･年間で新記録+20%

対16/3Q

507
538

532
440

467
452652

623
697

(12)

(14)

(13)

(16) 民生

(16)
(10)

(17)
(11)

(14)
(10) リオ案件の1Q終息を除き堅調

4Q減販は季節要因▲3% 

1,401
1,496 1,174

1,470 1,624
1,735

532

(32)
(36)

車載

(30)

(14)

(35) (37)
(37)

カメラ用が年間10M万個生産を突破
4Q新記録、年間60億円へ+7% 

895
704 823 783 781 904(21)
(17)

(36)

FA

(30)

(21) (19) (18) (19)

スマホ/半導体設備で投資活況
幅広いユーザで増販&受注増+16%

870 716 641 737 761 791
(20) (17)

(17)

通信(17)

(21)

(17)

(19)

(17)

( )

(17)

主力機種の終息/在庫調整で1Qが底
通信インフラの長期低落は変わらず

+4%

Value by Connecting

15/上 15/下 16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q
(平均)(平均)




